
いちご栽培管理 (R2.7.）              (有) 丸 富 

6 月は空梅雨傾向で風が強く吹くことが多く、雨が降る時は激しく降った。しかし、気温は夏のような暑さになり、

ﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲなど害虫の発生が多かった。後半でﾗﾝﾅｰの発生が良く、ﾗﾝﾅｰ不足は解消した。 
 

活着促進 

苗が早く活着するように、散水又は潅注で発根促進する。 
活着促進に笑顔（又は発根力）1,000～2,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍を散水又は潅注する。 

 

徒長対策 

育苗の環境で異なるが、苗が混み合っていると軟弱徒長する。株間を広げて、通気性を確保する。 
徒長対策に酸ｶﾙ 1,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 5,000 倍とｼﾘｶｱｯﾌﾟ 5,000 倍を潅注、又は散水する。 

 

病害対策 

健全な苗の育成が、病害の軽減に繋がる。常に健全な状態をｲﾒｰｼﾞして育苗する。 
健全苗育成に天地の恵み 1,000 倍と天然ﾐﾈﾗﾙ 1,000 倍をﾎﾟｯﾄ土に散水(潅注)する。 
防除時に天地の恵み（又は笑顔）1,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍を混用する。 

 

害虫対策 

ﾀﾞﾆ、ｽﾘｯﾌﾟｽ、その他害虫は育苗圃場以外からの侵入が多い。周辺環境にも観察が大切。 
害虫対策は事前に忌避でﾊﾞｲｵｱｸﾄＴＳ 50～70 ㏄／10a を 3～5 日毎に潅水する。 

 

ﾗﾝﾅｰの発生促進 

新月頃に液肥の潅注と葉面散布で、ﾗﾝﾅｰの発生を促進する。 
ﾗﾝﾅｰの発生促進に笑顔 1,000 倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ 10,000 倍とｼﾘｶｱｯﾌﾟ 10,000 倍を数回、葉面散布する。 
潅注(散水)の場合は天地の恵み 500 倍（又はﾊﾞｲｵｼｬｲﾝｸﾞﾘｰﾝ 500 倍）とｻﾝﾐﾈｰﾗ（又はｼﾘｶｱｯﾌﾟ） 
10,000 倍を数回、散水(潅注)する。 

 

追肥（液肥） 

少量多回数で潅水、散水する。施用量は置き肥(固形肥料)、土質、樹勢、環境などによって加減する。 
ﾌﾟﾛ液肥                      500～1,000 倍 

時を越えた贈り物（又は天地の恵み）   1,000～2,000 倍     5～7 日毎に潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ                    5,000～10,000 倍      ※状況に応じて加減する 

ﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS                      5,000～10,000 倍 

※ｻﾝﾐﾈｰﾗの代わりにｼﾘｶｱｯﾌﾟ 100～150 ㏄、天然ﾐﾈﾗﾙ 150～200 ㏄、海藻のｴｷｽ 50～100ｇでもよい。 
 
 
 

ご注文やお問い合わせは、          有限会社 丸 富  TEL（0942）65-0123 

FAX0942-65-1091（24 時間受付）  携帯 090-3328-7603（富松まで） 


